
市長の交通法規違反を受け、市長自ら

「信頼を損なった責任の１つ」として

提案。給料月額を3ヶ月減額する条例

が可決。

市長給与を3ヶ月減額

立石公園の目の前にある旧秋谷老人福

祉センターを改修し、銭湯・サウナや

レストラン等が設置。賑わい創出へ

秋谷に温浴・飲食施設設置へ

2027年度末に終了との報道を受け、

市では緊急対策会議を開催。市民の方

向けに相談窓口も設置されました。

日産追浜工場の車両生産が終了

企業の人手不足対策として、市内経済団体

が視察団を組織。ネパールのバラトプル市

から人材受け入れにつながる調整を予定。

ネパール人材の受入れを本格化?!

今年度から新アプリ「さんあ〜る」が

スタート。ごみの出し方や収集日、分

別方法等をスマホから簡単に確認する

ことができる無料アプリ。

ゴミ分別アプリ「さんあ〜る」

追浜駅前再開発の一つである交通ター

ミナル（バスタ）の形状や歩行者デッ

キ、上部のビルの機能などが計画でつ

いに具体化。住民説明会も開催予定。

追浜駅前バスタ2035年完成へ

駐車場エリアをイベント会場として活

用し、さらに人工芝や遊具を設置し子

どもが楽しめる空間に。

うわまち病院跡地を活用

うわまち病院移転で上町地域への人流

が大幅に減少。プレミアム付与事業や

公共施設と連携して商店街支援へ。

上町地域への支援を実施

当初計画を立ててからーーとしていた

が、今年度から小中学校体育館への設

置を開始。公郷中・久里浜中の予定。

体育館の空調設備を前倒しで

10月5日(日)開催予定。隅田川花火大

会で優勝実績のある煙火店マルゴーが

約１万発の花火を打ち上げます。

よこすか開国花火大会が今年も
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左から天白、竹岡、加藤（団長）、小林、堀（副団長）

市長の交通法規違反による市長給与減額条例に反対しました。


　会派「よこすか未来会議」は、今後の議会対応を見据えた際に、所

属議員間での見解の相違が明らかとなったことを受け、6月27日付で解

散しました。

　そして、志を同じくする5名（偶然にも全員が30代）で、新たに会派

「一市民（いちしみん）」を設立しました。私は副団長となり、団長と

共に会派活動を先頭に立って進めていきます。

　「一市民」という名称には、私たち自身が常に「一人の市民」である

ことを忘れず、市民の目線に立った議会活動を行うという決意を込め

ています。

　特定の政党や権力構造に依らず、市民一人ひとりの声に正面から向

き合い、誠実かつ透明性のある議論を通じて、より良い市政の実現に

尽力し、公平で開かれた政治を目指したいという思いから、この名称

にいたしました。

　この理念に基づき、私たちは誠実かつ真摯に取り組んでまいりま

す。引き続きのご指導とご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

※所属議員：加藤ゆうすけ（団長）、堀りょういち（副団長）、

　　　　　　竹岡力、小林優人、天白牧夫

オール30代の新会派「一市民」を結成しました。

　新会派として初の議会となった７月臨時議会において、市長の交通

法規違反による市長給与を3ヶ月減額する条例案が出され、私たち一市

民は議案に反対をしました（議案は賛成多数で可決）。　

理由は主に以下の３点です。

選挙期間中の記者会見で市長は給与を「自主返納する」と発言し、

本議案は同一のものであると質疑を通して確認された。給与の自主

返納発言は公職選挙法違反の可能性が高く、この発言を源流とする

本議案の賛成は違反行為を追認するものとなってしまう。

市長給与月額の3ヶ月分が、原因の解消をするにふさわしいか合理的な算定根拠が示されていない。

給与を減額する場合、市長はその分の所得税を支払う必要がないままに、市民と約束した「自主返納」を完遂させる

ことになる。単なる節税対策と捉えられかねず、市民にとって誠意ある姿勢とは言い難い。

　市長の交通法規違反については罪状が確定していない段階であり、市長もあくまで「信頼を損なった責任の１つとし

て」給与を減額すると発言しています。今後の処分次第ではさらに議会として追及する必要があると考えています。

　私たち会派は決して反対のための反対をする会派ではありません。市民の目線に立ち、これからも是々非々の立場を

堅持し、政策提言や行政の監視を行なっていきます。

※本資料の内容は2025年7月20日時点のものです。


